
専攻科福祉専攻 ～授業紹介＆サークル紹介～
学生ルポライターのちゅんです！今回は、専攻科福祉専攻科で４月
に行った授業と、専攻科で新たに立ち上げた新サークルについての
紹介していきたいと思います！

横内地域に住むAさんとのほうきづくり
4月６日、「介護過程Ⅰ」の授業で横内地域にお住いの高齢者、A

さんのお宅に伺い、ほうき草ことコキアを使ったほうきの作り方を教
えていだたきました。Aさんとの関わりを通じて知ることができた強
みや特性から、Aさんが今後より良い自立した生活を送っていく為に
必要な支援について考え、一人ひとり介護予防計画を作成していきま
した。今回はその中の一人の作成した計画を紹介します。

ほうきづくりを終えての感想

Ａさんは手際よくコキアを紐でくくり、分かりやすく作り方を教えて
くれたので、意外と簡単そうだと感じていました。しかし実際に作って
みると、考えていたよりも力が必要になり、また手先の動かし方も工夫
が必要で、難しい作業でした。Ａさんが途中で私に紐の結び方のコツを
教えに来てくれましたが、それを真似しただけで、すぐに上手に出来る
ようになりました。Ａさんの技術力にとても驚きました。

専攻科福祉専攻 C・Aさん

ちゅっぴいふぁ～むサークルの紹介

自立の視点
→Aさんは日常動作をすべて自分でできるため、この現状を
維持していくために、怪我を未然に防ぎ、免疫力をUPでき
るようなレクリエーション活動への参加や現在Aさんが参加
しているレクダンスの持続を促すことが必要である。

快適の視点
→Aさんにとって植物のお世話をすることや、力仕事、人と
の関りが日々の中でいきいきとできる場面であるので、そ
れ等がなくなってしまわないよう、横内地域の方々と関
わっていけるような課外活動や、お孫さんや娘さんなどの
家族と一緒に参加できるような活動の提供が必要である。

安全の視点
→糖尿病から、小さなけがも治りにくい状況にAさんはある。
その為、Aさんの好きなほうきづくりや花壇の世話の場面で
使う農機具、工具を取りやすい部分にまとめておくことな
どの環境的なかかわりが必要である。

介護予防計画 作成A・Sさん

主な活動場所・活動時間

活動場所→雲谷にある空き農地。サークル室。
活動時間→木曜日２限。（畑までは学校の車で向かいます！）

このサークルは、野菜やお花、多肉植物を育てながら楽しく園芸療法
について学んでいこうというサークルです！現在専攻科３名、幼児保育
学科２名、留学生５名で活動しています。興味があるときのみの参加で
OKなサークルなので、バイトや課題で忙しい方にもおすすめです！
少しでも気になった方はこちらまでご連絡ください。

連絡先→12231002hs@chutan.ac.jp

ほうきの材料である
コキアイメージ図


